
はじめに

ケガニは北海道を代表する海の幸であり、北海

道の沿岸漁業を支える重要な水産資源です。しか

し、その旨さゆえに高値で取引されるため、乱獲

されやすい資源でもあります。北海道では、ケガ

ニ資源の持続的利用を図るため、これまで様々な

資源管理方策が導入されており、そのひとつとし

て許容漁獲量制が実施されています。各海域の許

容漁獲量は、科学的根拠となるABCを基本として、

北海道が漁業協議会等の関係漁業者から意見を聴

いた上で毎年漁期前に設定しています。ABCとは、

生物学的許容漁獲量（AllowableBiologicalCatch）

の略号であり、資源の持続的利用を図る上で生物

学的に許容される漁獲量として、各海域を担当す

る水産試験場（以下、水試）が資源評価の結果に

基づいて算定しています。

このようにケガニの資源評価は水試の重要な業

務となっていますが、かつて一部の海域では、水

試による資源評価の結果と漁業者が実感する資源

状態とが一致しないことがありました。このよう

な課題に対して道水試全体で取り組むことを目的

として、２０１１年度からは各水試のケガニ担当者が

各海域の資源評価を相互点検する体制を組織化し

ています。この中で、資源調査や資源解析の方法

については、各水試がそれぞれの海域特性に合わ

せて確立してきた形を基本としつつ、さらに信頼

性の向上を図っていくこととしました。また、

ABC算定については、各水試がそれぞれ異なる基

準で行っていましたが、“生物学的許容漁獲量”と

しての客観性や透明性を高めるため、基本的な考

え方や計算方法は統一することとし、そのルール

として２０１２年８月に「北海道ケガニABC算定のた

めの基本規則」を策定しました（２０１３年１０月一部

改定）。

ここでは、北海道におけるケガニ漁業及び資源

管理の概要を述べた後、新たに策定したABC算定

規則の内容を紹介します。

ケガニ漁業の海域区分（図１）

北海道におけるケガニ漁業は、知事許可かにか

ご漁業が基本となっており、かにかご漁業ではケ

ガニの分布や漁期など、資源利用の面から、オホ

ーツク、根室海峡、根室太平洋、釧路東部、十勝

・釧路西部、日高、胆振太平洋、噴火湾の８海域

に区分されています。

ただし、十勝・釧路西部海域と噴火湾海域では、

資源回復により安定した漁業となることを目指し

て、現在は漁業協同組合が実施主体となり、試験

操業（道知事の特別採捕許可）が行われています。
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主な資源管理方策

・漁獲物の制限：北海道では、海面漁業調整規則

により、甲長８cm以上の雄のケガニのみ漁獲が

認められています（１９５７年から雌及び甲長７cm

未満の雄の採捕禁止、１９６４年から雌及び甲長８

cm未満の雄の採捕禁止）。

・漁具・漁法の制限：１９７８年以降、けがに刺し網

漁業はかご漁業への転換が進められました。か

ご漁法は小型ガニや雌ガニを生きたまま速やか

に海に戻すことができるため、ケガニの資源保

護に適した漁法です。また、甲長８cm以上のケ

ガニを選択的に漁獲するため、網目選択性試験

の結果に基づいて、それ以前より大きい網目３

寸８分（１１.５cm）のかごの導入が進められ、１９９４

年以降はほとんどの海域で使用されています。

・漁獲努力量の制限：海域ごとに操業期間、操業

隻数、使用漁具数などが許可の制限条件として

定められています。

・漁獲量の制限：１９６８年にオホーツク海域と十勝

海域、１９６９年に釧路西部海域で許容漁獲量制が

導入されました。その後遅れて、１９８９～１９９３年

に釧路東部海域、日高海域、胆振太平洋海域、

噴火湾海域でも許容漁獲量制が導入されました。

なお、根室海峡海域と根室太平洋海域では、北

方四島水域にまたがる資源の一部を利用してい

ると考えられており、現状では適切な資源評価

が難しいことなどから、これまで許容漁獲量制

が導入されていません。
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図１ 北海道におけるケガニ漁業（かにかご）の海域区分



主な海域における漁獲動向（図２）

・オホーツク海域：漁獲量は、１９５５年に過去最大

の２６,５１２トンが記録された後、急激に減少しま

した。その後、許容漁獲量制の導入、刺し網か

らかご漁法への転換、かごの網目拡大などが他

海域に先駆けて実施され、１９８０年代以降は概ね

１,０００～２,０００トンの範囲で推移しています。

・釧路東部海域：漁獲量は、１９６６年に４７２トンが

記録された後、１８～３１２トンの範囲で大きく変動

していましたが、近年は２００トン前後で安定して

います。

・十勝・釧路西部海域：１９６０年代に漁獲量が増加

し、１９６４年には過去最大の３,９１１トンとなりまし

た。その後、オホーツク海域と同時期に許容漁

獲量制が導入されましたが、１９７０年代後半以降、

漁獲量は大きく変動しながら減少傾向で推移し、

１９９２年に休漁となりました。１９９３年からは試験

操業が開始され、一時的に漁獲量は増加しまし

たが、再び減少し、２００４、２００５年は試験操業も

中止されました。試験操業が再開された２００６年

以降、資源量及び漁獲量は順調に回復していま

す。

・日高海域、胆振太平洋海域、噴火湾海域：これ

らの海域の合計漁獲量は、１９７７年に１,２４５トンが

記録されましたが、かつては変動が大きく、胆

振太平洋・噴火湾海域では、１９８４、１９９０、１９９１

年は休漁となりました。許容漁獲量制が導入さ

れた１９９０年代前半以降の漁獲量は増加もしくは

横ばい傾向となっており、２０００年代以降の漁獲

量は十勝・釧路海域の合計を上回っています。
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図２ 北海道の主要海域におけるケガニ漁獲量の推移 a.振興局別（１９５３～２０１２年、網走は現オホーツク、
留萌～檜山の漁獲量は０～２０トンと少ない）,b～d:海域別（１９７５～２０１２年）



許容漁獲量制の効果

各海域の許容漁獲量は、海域ごとの漁業協議会

等による取り決めに従って、漁期前に船別もしく

は漁協別に配分されており、実質的には個別漁獲

割当に近い形で利用されています。多くの海域で

は、漁獲量配分の範囲内でできるだけ多くの漁獲

金額を得るため、小型ガニや軟甲ガニを海に戻し、

商品価値が高い大型ガニや硬甲ガニを選択的に漁

獲する取り組みが行われています。近年の漁獲量

は過去最大値と比べるとかなり少なくなっていま

すが、資源開発期に雌雄・サイズの別なく無制限

に漁獲した時代の漁獲水準に戻すことは好ましく

ありません。持続的利用の観点から見ると、近年

は比較的適切な漁獲水準にあり、各海域ともまだ

資源を増大させる余地はあるものの、資源状態は

比較的良好であると言っていいでしょう。そして、

その実現には許容漁獲量制が大きな役割を果たし

たと考えられます。

しかし、初めて許容漁獲量制が導入された１９６８

年から長きにわたって、刺し網や底びき網による

混獲の問題、資源評価の信頼性の問題、横流しや

密漁といった不法漁業の問題など、様々な問題が

たびたび発生してきました１，２）。これらの問題が徐

々に解決されてきたことも、各海域の資源が回復

もしくは維持されてきた要因のひとつと考えられ

ます。現在も試験操業が続いている海域はこれら

の問題の解決が遅れた海域とも考えられます。

つまり、ケガニの適切な資源管理は、漁獲サイ

ズや漁獲量の制限だけではなく、漁業調整等によ

る混獲問題の解消、資源評価の信頼性確保とその

内容に対する漁業者の理解、不法漁業対策などが

揃って初めて実施可能になると考えられます。こ

こで紹介するABC算定規則を策定した最大の理由

は、ABC算定を含む資源評価のプロセスについて、

客観性や透明性をさらに高め、漁業者や関係機関

により深く理解してもらうことにあります。

「北海道ケガニABC算定のための基本規則」

・基本的な考え方（要約）：漁獲率一定方策を基

本とし、ABC算定に用いる適正な漁獲率は、資

源を有効に利用しつつ、資源を望ましくない水

準にまで低下させる可能性が低くなるように設

定する。資源がある閾値（Blimit）以下に減少

した場合には、資源回復措置をとる。Blimitは、

経年変動傾向からそれ以下に減少するのは望ま

しくないと判断される水準等により定める。資

源評価はある程度の不確かさを持ち、資源の加

入量変動は大きいことから、資源管理の失敗を

高い確率で防ぐため、予防的措置をとる場合に

ついても検討する。

・ABC算定規則：雄の資源量Bにより現在の資源

状態を評価し、次のとおりABCを算定する。

【資源状態：B≧Blimit】

ABC上限値：ABClimit＝B×Elimit

ABC目標値：ABCtarget＝ABClimit×α

【資源状態：B＜Blimit】

ABC上限値：ABClimit＝B×Elimit×β

ABC目標値：ABCtarget＝ABClimit×α

＊Bは漁獲対象となる雄の資源量（もしくは資源

量指数）。資源量の代わりに資源調査等で得ら

れた資源量指数を用いる場合は、漁獲率の代わ

りに漁獲率指数（漁獲量を資源量指数で除した

値）についてElimitを設定し、資源量を用いる

場合と同様にABCを算定する。

＊Blimitは資源の回復措置をとる閾値。資源を

Blimitまで減少させてよいという意味ではなく、

資源がBlimit近くで減少することが懸念される

場合は資源の現状を維持する漁獲率以下にする

等の措置が必要である。

＊Elimitは適正な漁獲率（もしくは漁獲率指数）
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の限界値で、適正と判断される期間の漁獲率、

経験的な漁獲係数（Fmax、F０.１等）に対応する

漁獲率及びシミュレーションにより管理目標を

達成する漁獲率等を用いて設定する。

＊αは予防的措置のための係数（安全率）で、１

未満とする（標準値：０.８）。

＊βは資源回復のための係数で、１以下とする（標

準値：B/Blimit）。

・解説：国の資源評価（http://abchan.job.affrc.go.jp）

では様々な魚種に対応するため複数のABC算定

方法が使用されていますが、北海道のケガニの

みを対象とする本規則では算定方法をひとつに

集約しました。本規則では、資源量に比例する

ことを仮定した値である“資源量指数”を用い

る場合においても、漁獲量を資源量指数で除し

た値である“漁獲率指数”を用いることにより、

資源量を用いる場合と同様に、簡潔な式でABC

算定を行うこととしています。現在、オホーツ

ク、釧路東部、日高、胆振太平洋、噴火湾の５

海域では、資源評価に資源量指数を使用してお

り、近年の資源量指数と漁獲率指数の推移に基

づいてElimitを設定しています。また、十勝・

釧路西部海域では、資源評価に資源量を使用し、

F０.１という基準によりElimitを設定しています。

釧路東部海域におけるABCの算定例（図３、４）

釧路東部海域では、２～４月の厳冬期が主漁期

であり、水温が低い年にはケガニのかご入りが悪

くなる現象が見られます。２０００年代には資源評価

と漁模様が一致しない年が頻発しましたが、水温

の影響を考慮した資源解析モデルの導入により、

２０１０年以降、資源評価精度は大きく改善されまし

た。

２０００年代前半は資源減少と低水温により漁獲量

が低迷しましたが、２０００年代後半には資源回復が

進み、漁獲量も増加しました（図３a）。１９９４～２０１３

年における資源量指数を資源水準の指標とすると、

２０１０～２０１３年は高水準と判断されます（図３b）。

２０１０～２０１３年の漁獲率指数は１２未満で推移してい

たことから、ABC算定に用いるElimitは２０１４年も

前年と同じ１２としました（図３c）。また、この海

域の管理目標は高水準の維持としており、Blimit

は２００８年の資源水準としています。２０１４年の資源

量指数予測値１９.８を用いて算定した２０１４年のABC

は次のとおりでした（図４）。

ABC上限値：ABClimit=19.8×12≈238トン
ABC目標値：ABCtarget=238×0.8≈190トン
このABCを基本として、北海道が漁業者との協

議後に設定した２０１４年の許容漁獲量は２２０トンと

なりました。
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図３ 釧路東部海域における漁獲量、資源量指数、
漁獲率指数の推移
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おわりに

北海道におけるケガニ漁業は、様々な資源管理

方策のもとで、近年は概ね漁獲量２千トン台、漁

獲金額４０～５０億円で安定して推移しています。こ

の重要なケガニ資源の持続的利用に資するよう、

水試では今後も適切な資源評価に努めていきます。

なお、ここでは各海域におけるケガニの資源評

価について詳しく説明しませんでしたが、水試で

は、ケガニを含む主要魚種について、詳細な資源

評価書を毎年作成し、インターネット上で公開し

ています（北海道周辺海域における主要魚種の資

源評価http://www.fishexp.hro.or.jp/exp/central/

kanri/SigenHyoka/index.asp）。また、この資源評価

書の要約版である「北海道水産資源管理マニュア

ル」も公開されています（http://www.pref.hokkaido.

lg.jpsr/ggk/top.htm）。これらも併せてご参照くだ

さい。
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図４ 釧路東部海域における資源量指数と漁獲量の関係（プロット内の数字は西暦下２桁を表す）及びケガ
ニABC算定規則に従って資源量指数から算定したABC
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